
教員採用試験を考える

筆記試験

実技試験

面接試験

教養関係か小論文

専門教養

集団面接

個人面接 模擬授業
を含む

県によっては違うが、多くはこの構成



必ずある“専門教養”とは

◆ 教科・科目に関する知識・技能

◆ 教科・科目の指導目標・指導内容の理解

◆ 教科・科目の指導方法の理解

※学習指導要領からの出題

教えなければならない内容〔問題〕が解ける！

何を目指して、
何を教えるのか？

説明の仕方や教え方の工夫は？





徳島県の最終倍率（１次受験者数をＡ名簿登
載者数で割ったもの）は全校種合計で5.5倍
（前年度5.5倍）となった。
主な校種別では小学校が3.5倍（前年度3.9
倍）、中学校が5.1倍（前年度5.4倍）、養護
教諭が26.0倍（前年度33.3倍）となってい
る。



必ずある“専門教養”とは

◆ 教科・科目に関する知識・技能

◆ 教科・科目の指導目標・指導内容の理解

◆ 教科・科目の指導方法の理解

※学習指導要領からの出題

教えなければならない内容〔問題〕が解ける！

何を目指して、
何を教えるのか？

説明の仕方や教え方の工夫は？

徳島県の場合



徳島県の場合

令和7年度教員採用候補者選考審査の変更点
1．小学校教諭選考審査における英語力の評価方法
の重点化

【変更前】第2次審査において模擬授業(令和6年度の
教科は算数)とは別に、実技審査(英語)を実施。

↓

【変更後】第2次審査において模擬授業の教科を外国
語(英語)とし、実技審査(英語)は実施しない。

５分程度の模擬授業を実施。



徳島県では（昨年度の例から）



徳島県では

日程表

項目 実施日

(1) 申込受付期間
5月9日（木）～5月27
日（月）

(2) 第1次審査（筆記審査） 7月20日（土）

(3) 第1次実技審査（音・美・
体・書）

7月21日（日）

(4) 第2次審査（個人面接・模
擬授業）

8月16日（金）～23日
（金）

(5) 審査結果通知 9月18日（水）





徳島県



徳島県





採用担当者はどう考えているのか

人物試験の評価観点
《1次審査》人間性や社会性、教員としての適性
《2次審査》指導力や教員としての資質・能力・適性

受検しやすいよう、筆記（一般教養以外）だけに
する（徳島）
小論文で、適性をみることも可能（徳島）

香川県は小論文を廃止（面接と同じため）。過去の出題例は、
「子どもたちを取り巻く現状を踏まえ、教員として能力や個性
を伸ばすために、どう向き合い、取り組んでいくか」がテーマ。
800字程度を書かせるものだった。



小論文の視点（徳島の場合）

・書き方を覚える（テクニック？）
大学入試までとは違う

・なぜそういった書き方なのか
論理的な思考を表現

・では、何が大切か
本質的な部分とは

作文（感想）→ 論理と説得（小論文）



小論文とは、あるテーマに対して、自分が考える意見
とその背景や理由（根拠）を論述するものである。

小論文 項目 作文

自分の意見や主張。
伝える
内容

自分の体験やそれを通
して感じたこと。

根拠や理由を示し、論
理的、客観的に伝える
ことが求められる。

求められる要素
一般論ではなく、自分
の気持ち、感想を伝え
ることが求められる。

基本的には使用しない

（多少の比喩表現など
であればOK）。

文学的な
表現技法

効果的であれば使用し
てOK。

序論・本論・結論で構
成する。

文章の
構成

読みやすさが第一。細
かな制限はない。

「だ・である」が基本。 文体
「だ・である」でも「です・
ます」でもOK。どちらか
に統一すること。

小柴大輔 https://shingakunet.com/journal/exam/20170327197008/



小論文のポイントとは

① テーマの把握
② 構成（・序論・本論・結論が明確になっている）

③ 字数（最低8割だが、出来ればぎりぎりまで）

④ 主語と述語がきちんとしている
⑤ 長い文にならない
⑥ 用紙の使い方（原稿用紙など）
⑦ 誤字・脱字は減点

考えをまとめることは、実は面接対応になる。



一方で面接、模擬授業は必須の項目

その実施方法及び評価の観点
（香川県は詳細を公表）

第一次選考試験 面接試験
（集団面接）
5～8名程度を1グループとし、30分間程度実施。
与えられたテーマについての自由討議と個人への
質問。
〈評価〉豊かな人間性、積極性、柔軟性、社会性、
協調性などの観点を中心に評価を行う。



第二次選考試験（第一次選考試験合格者）

模擬授業
与えられた課題について、15分間程度で模擬授
業と授業に関する質問を実施。

〈評価〉以下の観点を中心に評価を行う。
課題を的確にとらえ、適切な言葉でわかりやすく
指導できているか。
児童生徒の意欲や関心を引き出し、課題解決へと
導く工夫がみられるか。
表現力が豊かで、児童生徒をひきつける魅力があ
るか。



共通する点は
面接官は、「この問いかけだと子どもたち

は分からないんじゃないかな」「意欲が落ち
るかもしれない」と子どもたちの反応をイメー
ジしている。
つまり、受検者自身が、自分の言動から子

どもの反応が“予測”できるようになってくると
、授業づくりにおいて、力がついてきたといえ
よう。

＊予測→経験から生まれる。



香川県の例 （徳島県とは異なるが・・・）

令和6年度審査(令和5年実施)の小学校模擬授業は「算数」でした。



これからの対策

① 過去問に向かう

② 学習指導要領をまとめておく

③ 算数の模擬授業を練習（小学校）

④ 高校入試を解いてみる

④ 新聞を読もう
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